
　

衛
生
費
で
は
医
療
提
供
体
制
推
進
事
業

費
補
助
金
や
ご
み
処
理
施
設
建
設
計
画
の

中
止
に
よ
る
小
諸
市
、
軽
井
沢
町
へ
の
補

償
金
な
ど
に
よ
り
７
、
０
８
２
万
円
、

20
・
７
％
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

減
少
し
た
科
目
で
は
、
公
債
費
が
前
年

に
比
べ
て
３
億
３
、
４
７
８
万
円
、
27
・

６
％
減
と
な
り
ま
し
た
。
前
年
度
に
繰
上

償
還
を
実
施
し
た
こ
と
が
要
因
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

災
害
復
旧
費
に
つ
い
て
は
前
年
度
に
台

風
９
号
に
よ
る
大
き
な
災
害
が
発
生
し
た

こ
と
に
よ
り
、
３
、
２
８
６
万
円
、
17
・

２
％
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

【
特
別
会
計
】

　

特
別
会
計
は
12
会
計
で
、
そ
れ
ぞ
れ
目

的
に
沿
っ
た
事
業
を
推
進
し
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
老
人
保
健
医
療
特
別
会
計

は
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
へ
の
移
行

に
よ
り
、
前
年
に
比
べ
89
・
５
％
の
大
幅

な
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　

御
代
田
財
産
区
特
別
会
計
は
前
年
度
に

用
地
の
売
却
が
あ
っ
た
た
め
、
75
・
４
％

の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
で
は
機

能
強
化
工
事
を
実
施
し
た
こ
と
に
よ
り
、

91
・
４
％
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
財
政
課
財
政
係（
内
線
52
・
54
）

単位：万円

会 計 名
歳入

35億2,928万円
歳出

33億3,838万円
決算額 前年度 対前年比 決算額 前年度 対前年比

住宅新築資金等貸付事業 2,005 1,977 1.4% 1,975 1,976 ‒0.1%

小 沼 地 区 財 産 管 理 382 376 1.6% 321 319 0.6%

国 民 健 康 保 険 139,042 138,310 0.5% 127,756 130,219 ‒1.9%

老 人 保 健 医 療 9,841 93,547 ‒89.5% 9,832 93,033 ‒89.4%

小 沼 地 区 簡 易 水 道 事 業 13,153 12,468 5.5% 10,863 11,148 ‒2.6%

御 代 田 町 簡 易 水 道 事 業 9,459 9,487 -0.3% 7,775 8,513 ‒8.7%

公 共 下 水 道 事 業 70,742 86,552 ‒18.3% 69,140 82,881 ‒16.6%

御 代 田 財 産 区 1,244 5,065 ‒75.4% 1,177 4,974 ‒76.3%

介 護 保 険 事 業 90,867 85,099 6.8% 89,058 82,077 8.5%

農 業 集 落 排 水 事 業 5,873 3,068 91.4% 5,765 3,035 90.0%

個別排水処理施設整備事業 1,149 1,021 12.5% 1,132 1,001 13.1%

後 期 高 齢 者 医 療 9,171 － 100.0% 9,044 － 100.0%

合計 352,928 436,970 ‒19.2% 333,838 419,176 ‒20.4%

特別会計

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14億円
後期高齢者医療

個別排水処理施設整備事業
農業集落排水事業
介護保険事業
御代田財産区
公共下水道事業

御代田町簡易水道事業
小沼地区簡易水道事業

老人保健医療
国民健康保険

小沼地区財産管理
住宅新築資金等貸付事業

歳入
歳出

特別決算の状況
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平成20年度決算報告

【
健
全
化
判
断
比
率
】

①
実
質
赤
字
比
率

　

普
通
会
計（
一
般
会
計
、
住
宅
新
築
資

金
特
別
会
計
、
小
沼
地
区
財
産
管
理
特
別

会
計
）の
収
支
で
あ
り
、
黒
字
と
な
っ
て

い
る
た
め
数
値
な
し
と
な
り
ま
し
た
。

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

　

特
別
会
計
を
含
め
た
全
会
計
の
収
支
で

あ
り
、
す
べ
て
の
収
支
が
黒
字
の
た
め
数

値
な
し
と
な
り
ま
し
た
。

③
実
質
公
債
費
比
率

　

一
般
会
計
が
負
担
す
る
借
金
返
済
額
の

割
合
で
、
全
体
の
公
債
費
や
公
債
費
へ
充

当
さ
れ
た
負
担
金
な
ど
か
ら
算
定
し
、
平

成
18
年
度
か
ら
平
成
20
年
度
の
３
ヵ
年
の

平
均
で
９
・
５
％
と
な
り
ま
し
た
。

④
将
来
負
担
比
率

　

一
般
会
計
が
将
来
負
担
す
べ
き
実
質
的

な
負
債
の
比
率
で
、
全
体
の
負
債
、
第
三

セ
ク
タ
ー
や
土
地
開
発
公
社
な
ど
を
含
め

た
負
債
の
重
さ
を
示
す
も
の
で
す
が
、
当

町
は
第
三
セ
ク
タ
ー
へ
の
負
担
が
な
い
こ

と
や
基
金
残
高
が
多
い
こ
と
な
ど
で
数
値

な
し
と
な
り
ま
し
た
。

⑤
資
金
不
足
比
率

　

各
指
標
と
あ
わ
せ
て
、
公
営
企
業
会
計

に
お
け
る
資
金
の
不
足
額
を
算
出
す
る
も

の
で
す
。
各
会
計
で
資
金
の
不
足
額
が
生

じ
て
い
な
い
た
め
、
数
値
な
し
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

各
指
標
に
お
い
て
、「
早
期
健
全
化
」と

「
財
政
再
生
」の
二
つ
の
基
準
が
設
け
ら
れ

て
お
り
、
基
準
を
超
え
る
と
健
全
化
に
向

け
た
対
策
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

御
代
田
町
は
各
指
標
に
お
い
て
基
準
を

下
回
っ
て
い
る
た
め
、
健
全
な
財
政
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
。

起　債

借 入 先 金　額
政 府 資 金 186,360 

公 営 企 業 金 融 機 構 140,435 

市 中 銀 行 122,638 

そ の 他 132,591 

合　　　計 582,024 

単位：万円

実質赤字
比率

連結実質
赤字比率

実質公債費
比率

将来負担
比率

－ － 9.5 －

※数値は暫定値のため、変更されることがあります。

単位：％健全化判断比率

特別会計の名称 資金不足
比率

御代田町公共下水道事業特別会計 －

御代田町農業集落排水事業特別会計 －

御代田町個別排水処理施設整備事業
特別会計 －

小沼地区簡易水道事業特別会計 －

御代田町簡易水道事業特別会計 －

単位：％資金不足比率

事 業 名 起債額
臨 時 財 政 対 策 16,930 
学 校 教 育 施 設 等 整 備 事 業 490 
地域総合整備資金貸付事業 20,000 
施設整備事業（一般財源化分） 450 
一 般 単 独 事 業 400 
公共土木施設等災害復旧事業 1,380 
農地農林施設災害復旧事業債 70 

単位：万円20年度起債事業

平成20年度起債残高（普通会計） 58億2,024万円

※普通会計＝一般会計＋住宅新築資金等貸付事業特別会計＋小沼地区財産管理特別会計

借入先内訳

0

政府資金

公営企業金融機構

市中銀行

その他

100,00050,000 150,000 200,000万円
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